
第3節 財政健全化に向けた取組

第1節では、我が国の財政状況は悪化しているが、高水準の国内民間貯蓄や金融規制等によ
る制度的封じ込め等による良好な国債需給環境から、我が国の国債利回りは低位で安定してい
ることを分析した。第2節では、財政の現状について、高齢化が進展する中で社会保障費が増
加し、給付に見合う負担を確保できておらず、厳しい財政状況にあること、今後も社会保障費
の増加が見込まれることを確認した。さらに、裁量的な減税政策により、税収が減少している
ことが財政を圧迫していることも確認した。
第1節と第2節を踏まえると、先行きについては、高齢化の進展等により、①社会保障費の
増加等による財政赤字の拡大に加えて、②貯蓄率の低下等から家計の貯蓄が減少することなど
により、国内投資家による旺盛な国債需要も弱まることから、国債利回りは拡大しやすくなる
と考えられる。そのため、今後、「財政健全化に向けた取組をどのようにするのか」、「高齢化
により増加する社会保障費をどのように抑制するのか」、「抑制しても足りない財源をどのよう
に確保するのか」が重要になる。
政府は、1997年の「財政構造改革法」の成立や、2000年代前半の財政構造改革など、財政

健全化に取り組んできたが、健全化は途半ばであり、将来世代にこれ以上の負担の先送りをし
ないためにも、早急な改革が必要とされる。特に、財政を圧迫している社会保障制度の改革に
あたっては、財政健全化と両立する持続可能な制度の確立を目指すことが重要である。
こうした中、政府は、社会保障の機能強化を図るとともに、制度を持続可能なものとするた
め、2010年10月に政府・与党社会保障改革検討本部を設置し議論を進め、社会保障と税の一
体改革の具体的方向について、2011年6月に「社会保障・税一体改革成案」、2012年1月に「社
会保障・税一体改革素案」をまとめ、2012年2月17日に「社会保障・税一体改革大綱」を閣
議決定した。2月から4月にかけては、「社会保障・税一体改革」の関連法案を国会に提出し
た。
第3節では、社会保障に焦点を当て、高齢化等を背景に増加する社会保障費の現状と先行き
の見通しから「財政面」での社会保障制度の持続可能性を分析する。もちろん、社会保障制度
は国民生活の安心を確保するために実施されているものであるから、社会保障費を削ればそれ
で良いというわけではない。むしろ、本来の目的をきちんと果たしているか、目的を阻害して
しまうような逆機能が発生していないか、社会環境の変化に対応しているか等を丁寧に検討す
る必要がある。言わば、「機能面」での社会保障制度の持続可能性の検討が必要である。分析
にあたっては、社会保障給付費の内訳で大きな割合を占める年金に焦点を当てながら、具体的
な課題を検討する。
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 1  社会保障制度の「財政面」での持続可能性

第2節で見たように、財政支出に占める社会保障費は増加傾向にある。先行きについても、
より一層の高齢化の進展等によって、社会保障費が累増することが見込まれる。
ここでは、社会保障給付費の増加に着目し、社会保障制度の「財政面」での持続可能性を確
認する。

●高齢化の進展により社会保障給付費は増加

社会保障給付費の推移を見ると、高齢化率の上昇に伴い増加している。2000年度には対
GDP比で15.5％であったが、2009年度には21.1％まで上昇している68。このうち、年金につい
ては8.2％から10.9％へ、医療は5.2％から6.5％へ、2000年度に創設された介護保険は0.6％か
ら1.5％に上昇している（第3－3－1図）。
先行きについても、65歳以上人口は2010年には2,948万人（総人口に占める割合は23.0％）

であるが、2020年には約1.2倍に増えて3,612万人（同29.1％）になると予測されており、一段
と高齢化が進展する。2012年に推計された「社会保障に係る費用の将来推計」（厚生労働省）
では、社会保障給付費は年々増加し、2015年には対GDP比で23.3％、2025年には同23.7％と経
済の伸びを上回って増加する見込み69である。国の社会保障関係費は、高齢化の進展によって、
現行の社会保障制度を維持するだけでも、毎年約1兆円の規模で増加すると見込まれている。

●国民負担率は上昇傾向にあるものの、財政赤字は継続

このような社会保障給付費の増加は、社会保障に係わる負担の増加をもたらし、国民負担を
増加させる。その負担は、社会保険料などの社会保障負担、税、あるいは将来世代の負担であ
る公債発行のいずれかの形を取る。ここでは、我が国の国民負担率を見る（第3－3－2図）。
社会保障負担率は、高齢化に加えて、1994年の年金保険料の改定や2000年の介護保険制度
の創設といった制度改正もあって上昇している。他方、租税負担率は、景気低迷による税収の
鈍化70や、1994年の所得税の制度減税や、累次の法人税減税の影響等により近年、低下してい
る。そのため、国民負担率は横ばいで推移している。この結果、受益に負担が追い付かない状
態となっており、国民負担に財政赤字を加えた潜在的国民負担率は、1990年の38.5％から
2010年の50.4％まで上昇し、財政赤字によるファイナンスは高水準で推移している。
このように、一国の歳出規模（国民の受益）を表す潜在的国民負担率と、国民の負担を表す
租税負担率と社会保障負担率のギャップは高水準にあり、社会保障制度の「財政面」での持続

注 （68）社会保障給付費には、基本的に地方単独事業が含まれていない（2011年度における「社会保障四経費に則った範
囲における社会保障給付にかかる地方単独事業」は、約2.6兆円）。

（69）社会保障・税一体改革の影響を考慮しない、現行制度の下での見通し。
（70）2002年以降の初期の景気回復局面においては、雇用者報酬が伸び悩んだ。
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第3－3－1図　 高齢化が財政に与える影響（社会保障給付費のGDPに対する比率）

高齢化の進展により社会保障給付費は増加

（備考）１．2015年以降の見通しは厚生労働省「社会保障に係る費用の将来推計について（平成24年3月改定）」により
作成。

２．社会保障給付費は、国立社会保障・人口問題研究所「社会保障給付費」により作成。
３．高齢化率はOECDstatによる。2015年以降は、国立社会保障・人口問題研究所による人口推計により作成。
４．GDPは内閣府「国民経済計算」により作成。
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第3－3－2図　国民負担率の推移

社会保障負担率、潜在的国民負担率とも上昇傾向

（備考）１．国民負担率、潜在的国民負担率、租税負担率、社会保障負担率、財政赤字は財務省公表資料より、社会保
障負担率のうち年金、医療については内閣府「国民経済計算」により内閣府において算出し、その他社会
保障負担はその残差を用いている。

２．1970・1975年度は68SNAベース、1980年度以降は93SNAベース。
　　租税負担の係数は租税収入ベースの数字。
３．負担率は国民所得比。
４．財政赤字の計数は、国及び地方の財政収支の赤字であり、2010年度は財政投融資特別会計財政融資資金勘
定から一般会計への繰入れを除いている。
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可能性を如何に確保するかが課題となっている71。仮に、高齢化に伴う社会保障費の増加も含
め、このまま現在の社会保障の給付と負担のギャップを放置すれば、社会保障制度の持続可能
性に懸念が生じ、租税・社会保険料からなる国民負担の大幅な引き上げか、大幅な給付カット
を行わざるを得なくなる恐れもある。その場合、我が国経済社会の活力が阻害され、経済成長
にも影響を与えることになる、との懸念がある。
こうしたことから、「財政面」の社会保障制度の持続可能性の確保を図る必要があろう。

 2  社会保障制度の「機能面」での持続可能性

以上では、社会保障制度の「財政面」から、高齢化の進展により社会保障給付費は増加傾向
にある中、社会保障制度の持続可能性の確保が必要であることを確認した。
ここでは、社会保障制度の機能である生活保障機能、所得再分配機能が有効に機能している
かを確認する。特に、近年、①非正規労働者の増大等の雇用基盤の変化等から、所得格差が拡
大していることや、②セーフティネットから抜け落ちた生活保護世帯が増加していること、③
中間層が薄くなる中で低所得者層を中心に社会的排除の問題が発生していることを踏まえて、
「機能面」での持続可能性を分析する。

（1）生活保障機能

●生活保障機能の概観

社会保障制度の一つの機能である生活保障機能は、国民の生活を保障することで、国民の安
心感を確保し、社会の安定を図るものである。
生活保障機能は、「貧困の予防と救済」という観点から、大きく分けて、「防貧」と「救貧」
の機能を有している。「防貧」機能は、①年金保険、②医療保険、③介護保険、④雇用保険、
⑤労災保険の社会保険により、高齢・失業に伴う収入減や、職場内外での傷病による医療支出
等のリスクを、社会全体で分散する仕組みとして発展してきた。また、今日では、社会保険は
「防貧」機能に留まらず、国民生活に不可欠のものとして組み込まれ、広く国民に健やかで安
心できる生活を保障することを目的としている（第3－3－3図）。
他方、「救貧」機能は、生活保護制度により、「防貧」機能によっても貧困を免れない国民に
最低限の生活保障を行っている。具体的には、社会保険によっても最低限の生活を送れない国
民に対し、生活扶助・住宅扶助などの現金給付や、医療扶助などの現物給付を行っている。
また、生活保障機能を「自助」、「共助」、「公助」の観点で整理すると、自ら働き、自らの生
活の安定を図ることが、「自助」である。例えば、老後や傷病等に備えた資産形成が該当する。

注 （71）社会保障財源の公費負担は、部分的に公債発行により賄われている。

第3章　グローバル化・人口減少時代の財政の在り方

300



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 2.40
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 2.40
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks true
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive true
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


